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総合評価 

フィルムの機能性向上と栽培条件の改良を通して、ペロブスカイト量子ドットを

利用した農業用光変換フィルムによる農作物の収量増加が確認できた。フィルムの

性能とその有用性において、製品化に向けて解決すべき技術課題が多いが、専門家

と連携して長期的な検証を行うことを期待する。顧客ターゲットや費用対効果を明

確にしてビジネスモデルの具体化を行い、事業の実現性を高める必要があると考え

る。 
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